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昭和３５年５月２０日 市街地国道の舗装工事着工

▲

昭和３５年５月号の「広報ところ」では、「市街地国道（鈴蘭前から野辺さんまで）の

舗装工事が５月２０日着工」の見出しで伝え、翌６月号では、この工事に伴い５月１５

日から９月３０日までの期間、本通から大通まで約１キロの区間を人・車馬片側通行制

限する周知をしています。

▲

「常呂町史」では、この舗装工事のことを「開発第２期計画道路事業に基づいて、開発

建設部によって、常呂市街地内国道の一部路線の変更とともに町民多年の懸案であった

路線舗装と側溝工事が、鈴蘭前からホクレントラック車庫までの間１，２９２ｍにわた

り施工された」と記載してます。

▲

「常呂町史」は、「同時に、道道北見常呂線も、駅前から５３０ｍの間が土木現業所に

よって舗装された」と伝えています。

▲

国道２３８号線や常呂町内の全舗装が完了するのは昭和４３年です。

間もなく舗装工事が始まる頃の駅前交差点



＊左は、工事区間の起点となった

「カフェー鈴蘭」（現：河村造花

店…この頃は古い常呂橋のため、

本通り－常呂神社鳥居前－網走坂

という道路を通っていました））

＊工事区間の終点となる「野辺さん」

「ホクレントラック車庫」は、現

在の大沢木工場と道路を挟んで向

かい側にある常呂町農協の第９．

１０号倉庫付近 です。

左上：駅前の舗装工事 右上：スーパー丸千代の前身「佐藤米穀店」付近の

側溝工事

下：本通りの舗装工事


